
 

                腎臓代謝内科責任部長 森田 善方 
 

明けましておめでとうございます。当院の診療にいつもお力を下さる皆様には感謝の念に堪 

えません。 

 今回は慢性腎臓病（ＣＫＤ:Chronic Kidney Disease）についてお話します。 

はじめに宣伝させてください。2024年3月10日に北ビワコホテルグラツィエでCKDの市民公開 

講座を開催いたします（P.4）。2019年まで毎年開催していた講座ですが、コロナで中断していま 

した。その市民講座を再び開催いたします。この講座は市民の方に CKD について分かりやすく解説する講座です。

運動療法や食事療法についてのコツも聞くことが出来ます。CKD 理解の入り口としていただき、参加してくださる

皆様の力が波紋のように広がって大きなうねりになってくれたら良いなと思います。 

 また、湖北地域の特徴ある取り組みとしてCKD事例検討会があります。コロナ中断から一足先に2023年より復活

し、2024年も開催しました（1月27日）。初めは米原市と一緒にコツコツと開催していたものですが、2019年度か

ら長浜赤十字病院、長浜市、保健所もあわせてついに湖北圏域で開催できるようになりました。健診で気になる実

際の事例を取り上げて、地域の医師のみならず多職種でディスカッションを重ねるのが特徴です。他地域の方に紹

介する機会があると、決まって「良いですね！」と言ってもらえます。このような会が催せる湖北地域をとても誇

らしく思いますし、この地域で働ける幸運に感謝しています。 

 閑話休題、私は2019年頃からオリックス・バファローズのファンです（元々は近鉄ファンでした）。2019年、2020

年はダントツ最下位でした。1イニング3安打でも1点も取れない攻撃、あの山本由伸投手（463億円）ですら8勝

しかできず「一番の由伸キラーはオリックスなのでは？」と思っていました。しかし、中嶋聡監督が就任してから

キャッチフレーズ「全員で勝つ！」を実践、育成選手にまでチャンスを広げ、選手、監督、コーチのみならずフロ

ント、ファンも一体となり全員で優勝、連覇、日本一、三連覇を成し遂げたのです。 

 話をCKDに戻しましょう。CKD患者の数は2005年の疫学調査で日本人成人の12.9%、約1,330万人であると言わ

れています。1,000万人を超えた糖尿病、4,200万人とも言われる高血圧とも密接に関連する疾患で、その病態も複

雑です。このようなCKDを専門医のみで診察するのはとても無理な話です。そこでCKDに「全員で勝つ！」です。 

 今、湖北地域の方、特に医療関係者が「合併」と聞くとちょっとムズムズする言葉になっています。しかし、そ

のムズムズする心を落ち着け、皆で力を合わせて「慢性腎臓病」に取り組もう！！という気持ちに置き換えて進み

たいと思います。 

事例検討会、市民講座、そして地域の皆様からのご紹介・逆紹介を軸として2024年も「慢性腎臓病に全員で勝つ

！！」でよろしくお願いいたします。 

 

■ 慢性腎臓病 あなたは大丈夫？ ～健診で見つけよう腎臓病～ 

日 時 令和６年３月１０日（日）１０：００～１１：３０ 

会 場 北ビワコホテル グラツィエ（２階） 

内 容 講演 

    ◇『健診で見つけて予防しよう！慢性腎臓病（CKD）』 

      滋賀医科大学 腎臓内科 助教 山原 康佑 氏 

    ◇『見つかった腎臓病（CKD）はこうやって取り組もう！』 

      ～市立長浜病院・湖北地域でできること～ 

      市立長浜病院 腎臓代謝内科 責任部長 森田 善方 氏 

    ◇ミニ講座『気軽に出来る体操』 

      市立長浜病院 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技術科 理学療法士 齊藤 誠 氏 

    ◇『今日からできる楽々減塩のコツ』～塩分過多から腎臓を守ろう～ 

      市立長浜病院 栄養科 管理栄養士 古株 陽子 氏 

    司会進行 下坂クリニック 西村 正孝 氏 

問合せ先 市立長浜病院 地域医療連携室 ☎ 0749-68-2346 

 

  

  

  

 

 


 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
１ 

 

謹啓 時下益々ご清栄のこととお喜び申しあげます。平素は当院病院事業に格別のご高配を賜り、厚く御礼

申しあげます。２月の外来診察担当医師表を別添資料でお届けいたしますので、ご査収ください。 敬白 

 

 

着任（令和６年２月１日付）    ありません


退職（令和６年１月３１日付）  心臓血管外科部長 洞井 和彦 

整形外科部長   田中  淳  

              



■■ 編集後記 ■■  
 
今年は辰年です。辰にまつわる四字熟語では「竜頭蛇尾」「画竜点睛」
などがあります。正月太りで鈍った体をシェイプアップしたいと思い
ますが、竜頭蛇尾にならぬよう、画竜点睛を欠くことなく頑張りたい
です。 

お知らせ 

■開放型病床生涯教育研修会 兼 臨床研修医による症例報告会の開催日の変更について 

 ２月９日に予定しておりました研修会については、都合により３月１２日に変更となりましたのでお知らせ

いたします。会場はいずれも２階講堂にて開催します。 

 開催日程と講師（臨床研修医） 

  １ 令和６年２月 １日（木）17：30～ 市原  豪 氏 山﨑 一輝 氏 大西 航平 氏 福森 強介 氏 

  ２ 令和６年３月 ７日（木）17：30～ 渡邉 重之 氏 深野 毅雄 氏 廣田 涼也 氏 小笠原 究 氏 

  ３ 令和６年３月１２日（火）17：30～ 初村 拓毅 氏 中田 啓哉 氏 金井 克行 氏 篠原 三奈 氏  

■歯科・口腔外科よりお知らせ 

 平素より多くのご依頼を賜り厚くお礼申しあげます。 

 さて、当科において、医師1名の欠員に伴い、ご予約の希望日に添えない状況となっており大変ご迷惑、ご

不便をおかけしております。今しばらく診療体制が整うまでご理解賜りますようお願い申しあげます。 

    

理 念 
地域住民の健康を守るため、 

「人中心の医療」を発展させ、 
地域完結型の医療を推進します。 

市立長浜病院 
患者総合支援センター 地域医療連携室 
〒526-8580 長浜市大戌亥町 313 番地 

TEL：0749-65-2720 
FAX：0749-65-2730 
https://www.nagahama-hp.jp/ 

救急告示病院  地域がん診療連携拠点病院 地域医療支援病院 
日本医療機能評価機構認定病院  厚生労働省臨床研修指定病院 周産期協力病院  

令和６年２月１日号  

No. 227 
 

医師の異動 （２月） 

世界腎臓デー 市民公開講座の開催！ 

慢性腎臓病に全員で勝つ！！ 

タイトル 

地域医療連携だより 市立長浜病院 



人工透析センター看護師長  岩﨑 まゆみ 
 

私が所属する人工透析センターは40床のベッドがあり、そのうち3床個室があります。現在外来 

維持透析患者様116名と入院治療に来られる透析患者様のベットコントロールを行っています。医 

師、看護師、臨床工学士、医療事務のスタッフが協力し、質の高い透析医療を提供できるように取り 

組んでいます。 

透析センターでは外来通院の透析患者様と入院治療に来られる患者様に受持ち担当看護師を中心に看護を行って

います。定期的に医師とのカンファレンスを行い、心のこもった看護で安全安楽に透析ができること、受け持ち看

護師による個別の看護で患者様がホット出来る環境づくり、より健康的で安楽な生活が送れるよう患者様の持てる

力を信じ社会復帰の支援を目標に日々の業務を行っています。また超高齢化社会を迎えるにあたって患者家族、多

職種、地域の医療関係者と連携を深め、円滑な透析医療の実施がより一層必要と連携を大切にしています。 

人工透析センターでは腎代替療養選択外来も行っています。腎代替療法選択外来を行うことで透析医療、移植医

療、緩和治療の選択など、透析導入前の患者様が安心して治療法を選択していただけるように関わらせていただい

ています。透析関連でお困りがございましたら是非ご相談ください。 

 

リハビリテーション技術科  作業療法士 嘉瀬井 和美 

 言語聴覚士 谷   円香 

       田邉 信彦 
 

2023年12月に、滋賀県地域医療介護総合確保基金事業の助成によ 

り、湖北圏域の病院で初めてドライビングシミュレーター（HONDAセ 

ーフティナビ）を導入しました。この新しい取り組みについてご紹介 

いたします。 

ドライビングシミュレーターは、認知・判断・操作などの運転に関 

連する動作や反応速度を数値化することで、運転能力をより客観的に 

比較・評価することができます。3面のディスプレイを使用すること 

で、より広い視野での確認作業が可能で、実際の自動車運転場面に近 

い環境での評価が行えます。また、運転内容をリプレイすることで、 

客観的に自身の運転を確認し、苦手な運転動作や場面を認識することが可能です。自動車教習所でもドライビング

シミュレーターを設置されていますが、本シミュレーターは医療機関用に開発されたものとなります。 

当院が所在する湖北地域は、公共交通機関が限られているため、多くの方が自動車を主な移動手段としています。

脳梗塞や脳出血などの脳損傷により、注意力や判断力の低下が生じることがあります。また、運動障害が残る場合

もあります。こうした方々が自動車運転の再開を希望される際に、適性があるかどうかを確認し、権利を守ること

が重要です。 

当院では、2018年から自動車運転再開支援に取り組み、脳神経外科医、眼科（眼科医・視能訓練士）、リハビリ（作

業療法士・言語聴覚士）といった多職種が関わっています。また、指定自動車教習所とも連携をして教習所コース内

での実車評価も行っております。運転適性を判断するのみではなく、安全な運転再開に向けたリハビリや指導も行

っています。最終的には、主治医が診断書を作成し、都道府県公安委員会により運転再開の可否を決定されます。ド

ライビングシミュレーターの導入により、より詳細な評価や具体的な指導が行えるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳卒中などを発症された後に、自動車運転の適性評価を希望される場合は、脳神経外科外来にご相談ください。

これらの取り組みを通して湖北医療圏に少しでも貢献できるよう努力していく所存ですので、今後ともよろしくお

願い申しあげます。 

 

栄養科 管理栄養士 古株 陽子 
 

腎臓病の食事療法は、塩分、たんぱく質、カリウム、リン、水分制限…と、制限が多くて大変、と 

いうイメージが強いかと思います。反対にエネルギーは充足が必要なので、炭水化物や油脂類は摂取 

を勧められることが多く、腎臓病の食事療法を初めて知る患者さんやご家族の中には今までの食事と 

の違いに混乱される方も見受けられます。 

一度にすべての制限が必要なことは稀で、腎機能や普段の摂取量を考えながら取り組めば決して 

『食べられない食事』ではありませんが、正しく理解せずに『制限＝禁止』ととらえてしまうとあらゆる食品が禁止

物になり、「何も食べるものがない」と落ち込み、時には栄養不良に陥ってしまうこともあります。 

腎機能も栄養状態も長く良い状態を維持するためには、体や腎機能に合わせた食事を摂ることが重要ですが、予

防時から透析期まで一貫して必要なことは減塩（適塩）です。しかしながら、普段食べ慣れた味が濃いのか薄いのか

を判断するのは容易ではありませんし、気づかずに摂取してしまっている塩分も多くあります。今度の市民公開講

座では特に減塩について、すぐにでも取り組みやすいよう、具体例を挙げながらお伝えしたいと考えています。 

人工透析センター特定看護師 筒井 寛一 
 

令和4年度に透析関連、血糖コントロール関連の特定行為研修を修了し、現在人工透析センター 

に所属しています。 

当人工透析センターでは一日延べ約60～70人の患者様が透析を受けられています。透析患者様は 

様々な病気や合併症を有しておられることがあり、多様な症状を抱えられておられる方を多く見受 

けます。そんな中で特定行為を行うことによって、患者様の状態判断を行い、迅速な処置の提供による苦痛や負担

の軽減が行えるようになります。また、医師の作業負担の軽減も図れるようになるだけではなく、一般スタッフへ

の指導教育を行い、全体的なスキルアップにも一役買っています。実際にはその日に行う透析治療の条件設定や、

血糖に関わる薬剤の投与量の調節を行っています。 

また、当センターでは腎代替療法面談も行っており、保存期腎不全の患者様が末期腎不全へと至ってしまった際

の、腎代替療法選択を不安なく行えるよう支援に尽力しています。SDM（共同意思決定）を意識し患者様自身、また

はご家族様が将来の腎代替療法を行いながら送る生活をイメージして安心して療法選択できる様に心がけて面談を

行っています。 

今後も患者様の支援、医師のタスク・シフト/シェア、スタッフへの教育支援などを行っていくことが特定看護師

の責務と考え邁進して参ります。 
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人工透析センターの活動について 

タイトル 

脳損傷者の自動車運転再開支援におけるドライビング 
シミュレーターの導入について 

タイトル 

当院での自動車運転再開支援の手続き 

ドライビングシミュレーター 

（HONDA セーフティナビ） 

腎臓病の食事療法、栄養指導について 

タイトル 

自
動
車
運
転
再
開 


